


日中書三郎さん (85歳 )
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平成29年  5月 敦菫 BE スポーツ大会等の予定

実 行 蓼 名 爛  所

,2日 (金 ) リトミック教室前期● 愛東コミュニティセ

,2日 (金 ) 驚東地区人権のまちづくり協議会麓奎 1愛栗コミュ=テ ィセ

1,日 (月 | うたごえ広場 愛東コミュ=テ ィセンター

和みのヨガ著夏0 愛東●ミュ=テ ィセンター

青少年育成市民会議愛東支部総会 鷲東コミュ
=テ ィセンター

写真を楽 しむ教室① 愛東コミュ●ティセンター

ほがらか学級開講式0 1愛東コミュ=テ ィセン,一

リトミック数
==,

愛東コミュ=テ ィセンター

第 2回 自治会長会 曇東コミュ■ティセンター

あいとうキッズスポーツ大会
`あ

いとう,1り ,,,) おくのの運動公園体育館

愛東コミュニティセンター

震東コミュ■ライセンター

愛東コミュ=ラ イセンター

愛東コミュ=テ ィセンター

愛東コミュ=テ ィセンター

驚東●ミュニティセンター

16日 (火 )

16日 (火 )

,78(水 )

18日 (木 ,

1,日 (金 )

20日 (■ )

20日 (■ )

20日 (火〕

20日 (火 ,

24日

25日

20日

27日 (■ )

eO日 (火 )

e'日 (水 )

和みのヨガ書]●

気まぐれロビーライブ

皇空観察全 D(中上の場合は告知放送 します)

コミュ■ティカフェ ぐるつベ

リトミック敦
==0

あいとう歴史知

和みのヨガ呑要C
星空観察姜● (中止の場合は告知放送します)

愛東コミュ=ラ ィセンター

愛東●ミュ=テ ィセンター

椰栞あ・ れ 。し ,れ

愛車コミュ=テ ィセンターでは今年度も色々な講座

や教変を考えて始められています

いいなあと思うものがいくつもありました しかし日

時があわないとか ―人では不安やし誰か―緒に行て

人がいたら行こう 前年度もいるいる考えていた・.―

年過ぎてしまった

同じ町の方も忙しくしていると思うし また出会う

ことも少なくなり誘うきつかけが持てなくなつてきて

いる0 数室に入つたち時間の余裕がなくなりそうと

が それに加えてll理や餃糧 勉強的なものはできF●

いとZ●●込みそうで 1やつばりやめとこう,と なって

しまう 毎日楽しくキうキうする自分でいたいのに

そんな方は私た ,ではないと思います

今年こそ愛東コミュ=テ ィセン,一の講座を受けよう

コヽ́椛
ス

あ:に,診置所だよ1,

「 僣診 (健康診査 ,

のシ

☆露東支所での率団健診 検診の日程☆

6′ 1`〈火)6′ 14味 )6′ 15(本 ,です

集口優診 検診●っいてわからないことがあれば

湖東保健センターまでお問い合わせください

あtヽとう診療所

。,… 8“。 1,050ヽ801-8鰤

なから秋にかけては健診 (健康診査)検 診のシーズン

です

心筋梗3や糧卒中の主な原国は動脈硬化て その動脈

硬化の原因となる高血庄症 高コレステロール血症 糖

尿病などは症漱が出にていため 健診健 康診査)を受け

て予防しな 十ればなりません

また ぶん(磨 )は 日本人の死日の隼―位であり がん

検.・ を受けて早期発見しなければなりません

8




